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 論文内容の要旨
 本論文は知的障害のある者(以下、知的障害者とする)の上肢運動制御の特徴を健常者との比
 較を通して抽出し、併せて、運動課題の遂行に関わる運動機能と知的機能の役割を明らかにする
 ことを目的とする。
 第1章から第3章においては、一般的な身体運動制御研究と知的障害者の身体運動能力につい
 て概観し、多くの先行教育に見られるような運動能力を最大限に発揮するという観点ではなく、
 運動を場面に合せて適応させていくという視点の重要性を指摘した。これを受けて、身体運動を
 行う場合に場面のもつ意味的な制約と空聞的な制約がどのように運動遂行に影響を与えるかにつ
 いて検討を行った。
 第4章と第5章においては、意味的な制約への運動の適応に注目した.対象者は、空間座標上
 等しい場所に置かれた空のコップと満水のコップに到達運動(リーチング)を行った。その結果、
 健常者では空のコップにリーチングを行う方が運動時間が短く、平均速度が速く、手先の軌道距
 離が短いことが示された.一方、知的障害者では、条件の違い(コップが空か満水か)はりーチ
 ングには反映されなかった。すなわち知的障害者はコップの状態(意味)にかかわらず、運動学
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 的には同様のリーチングを行った。しかし、失敗(水をこぼすなど)したわけではなく、より安
 全な方略を採用した可能性がある。
 空間的な制約への適応に関しては、第6章と第7章では、手先を左の標的から右の標的に移動
 させる目標運動(エイミング)課題を用いて、上肢運動制御に及ぼす視覚フィードバックの影響
 を検討した.その結果、視覚フィードバックが利用できないことは、健常者に比べて知的障害者
 の運動時間とピーク速度をより遅くさせることが示された。これは先行研究の結果と一致する.
 その一方で、速度プロフィールにおけるピーク速度の相対的な位置は健常者と知的障害者で差が
 みられなかったことから、両者の運動遂行の違いは質的というより量的であるといえる.但し、
 知的障害者の変動係数が健常者よりも大きかったことは、知的障害者の上肢運動制御(運動プロ
 グラムのパラメータの決定)における不安定さを示唆する。
 次に、第8章においては、エイミング課題における標的の大きさ(直径2cmと4cm)の影響につ
 いて検討した。知的障害者は、健常者に比べて運動時間とピーク速度が遅かったが、標的が小さ
 いほど運動時間が遅延し、ピーク速度も遅くなる点では共通することが示された。すなわち、健
 常者も知的障害者も環境の空間的制約に応じた適応的な運動遂行を行ったと言える.但し、知的
 障害者の変動係数は大きく、動作の不安定さが認められた.速度プロフィールにおけるピーク速
 度の相対的な位置は健常者と知的障害者で差がみられなかったことは、視覚フィードバックの影
 響を検討した場合と同様であった.
 第9章では、平行線の問をはみ出さないように線を引く課題を行った.この課題は、強制的に
 視覚フィードバックを利用させることを意図して行われた。その結果、健常者は平行線の間隔が
 狭くなるにつれてピーク速度が遅くなったが、知的障害者は一定の遅さのピーク速度を示した。
 つまり、健常者では、平行線の幅による制約と上肢運動との関係性が高いが、知的障害者ではそ
 れらの関係性が低いことが示された。これにより、知的障害者は、空間的な制約に対して、自分
 のもつ能力を十分に発揮できず、一定のゆっくりとした動作により課題を行うという安全な方略
 を用いたことが示唆された。
 次に、課題成績に関して知的機能や上肢の運動機能がどの程度関与しているのかを知るために、
 第!0章では、知的機能や運動機能を個別に測定し、(運動時間を指標にした)課題成績をどの程
 度説明できるかを検討した。上肢に関する運動機能のうち、筋力と巧緻性を握力とタッピングに
 代表させ、知的機能を知能指数に代表させた。そして、握力、タッピング、知能指数を独立変数
 とし、運動時間を従属変数とした重回分析を行った。その結果、標準偏回帰係数が有意だったの
 は知能指数のみであった。
 以上の結果を要約すると、第1に、知的障害者は課題場面のもつ意味的な文脈を運動に上手く
 反映できず、より安全な(失敗しない)方略で運動を遂行する傾向があることが明らかになった。
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 第2に、視覚フィードバックが利用できない、あるいは必要以上に視覚フィードバックに頼るこ
 とは、知的障害者の運動遂行をより低下させることを示した.第3に、視覚フィードバックが利
 用できる場合、課題の条件(標的の大きさの違いなど)に関わらず知的障害者は健常者と類似し
 た速度プロフィールにより運動を遂行するが、ピーク速度の位置が健常者に比べてばらつきが大
 きいこと、すなわち、知的障害者は健常者と同様の運動プログラムを用いてるが運動パラメータ
 の決定に不安定さを残すことを明らかにした.そして第4に、知的障害者の上肢運動制御に関し
 て知的機能の関与を示したが、これは先行研究の追認というより、多変量的視点から新たな研究
 の可能性を示唆するものである。
 論文審査の結果の要旨
 本論文は、知的障害者の上肢を用いたさまざまな運動課題における遂行を健常者と比較しつつ
 論じたものである。こうした研究テーマは新しいものではなく、1960年代以降に間歇的に論文が
 発表されてきた。そこでの第1の関心事は運動課題の成績は知能(亙Q)からどれだけ説明できる
 かという点であった。すなわち、課題を理解し適切に反応するという行為は、それが運動・動作
 であっても知的機能の影響を強く受けるはずだという考えである.先行研究の結果を要約すると、
 健常者を含むデータでは運動課題の成績と知能との間には関係が認められないが、対象を知的障
 害者に限定すると正の相関が存在するというものであった.これは結果が矛盾した手詰まりの状
 況であり、パラダイムを見直す必要性が高まっているといえる.
 本論文の独自の立場は、第1に、知的障害者における運動課題の遂行を成功一失敗あるいは得
 点からではなく、動作そのものを運動学的パラメータにより記述分析し、そのプロフィールが健
 常者とどう異なるかを明らかにしょうとした点である.すなわち、運動のプロセスを分析するこ
 とで大脳における運動プログラムの生成と実行の過程を推論し、健常者との差異を質的なものか
 量的なものか追求する視座を得ようとした点である.この試みは、本論文においてある程度成功
 したといってよい。
 さらに、具体的な課題の設定にも工夫が見られる.筆者の言葉によると「意味的な制約」と「空
 間的な制約」であるが、課題遂行場面において心理的な負荷及び物理的な負荷を変化させること
 で「場面への適応」を見ようとした。つまり、運動能力を最大限に発揮するという観点から、場
 面の要請に応じて反応を適応的に変化させられるかという観点へのシフトである.筆者はここに
 Gibson,JJ.の生態心理学、新しくはアフォーダンス理論の適用を行った.その成果は、空と満水
 のコップヘのリーチング課題に結実している。ただし、認知が運動に及ぼす影響は分析されたが、
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 運動が認知に及ぼす影響までは踏み込むに至らなかった。この相互性は日常の運動行動を考える
 上できわめて重要であり、そのことは今後の課題として残された.
 本論文では手先をある空間上の1点から別の1点に移動させるという上肢運動の最も基本とな
 る運動要素のみを取り上げたが、日常生活において上肢運動が関わる行為は、物を取る、文字を
 書くなど多岐にわたる。知的障害者の運動技能の獲得は、生活への適応や就労に重要な役割を果
 たすものであるが、本論文における視覚フィードバックによる運動制御に関する部分は、基礎研
 究としての価値が高い.また知的障害者において運動の効率は筋力や手指の巧緻性ではなく知能
 によって説明されるという研究結果は、従来の知見を追認するというより、多変量的視点から新
 たな研究の可能性を示唆するものと評価できる。
 本論文は、心理学の諸理論を視野におさめつつ、運動学的分析により知的障害者の運動遂行過
 程を綿密に調べ、新たな視座とそれに基づく成果を得ることに成功した.これは斯学の発展に寄
 与するところが大きいと言える。
 よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める.
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